Legal GPT｜法務・総務のための社内研修資料20選（第20回・最終回）	確認テスト
インサイダー取引防止研修（第20回・最終回）｜確認テスト
インサイダー取引防止 確認テスト
全12問（○×3問・四肢択一4問・ケース判断5問）
※本テストは理解度の確認用です。解答は配付されません。
法令・制度基準日：2026年6月18日
	氏名
	

	所属
	

	実施日
	

	得点
	　　　　　／ 12 点



	解答方法
1. ○×問題は、正しければ「○」、誤っていれば「×」の□にチェックしてください。
1. 四肢択一・ケース判断は、最も適切なものを1つ選び、□にチェックしてください。
1. ケース判断は、選んだ理由も一言記入してください。


第1部　○×問題（3問）
問1．インサイダー取引規制は、上場会社の役員だけが気をつければよい問題である。
　□ ○　　　□ ×
問2．規制の対象になるのは自社株の売買だけであり、取引先やM&A相手の上場株式の売買は関係ない。
　□ ○　　　□ ×
問3．未公表の重要事実を知った後の売買でも、利益が出なければ、また少額・1回だけなら、必ず問題にならない。
　□ ○　　　□ ×


第2部　四肢択一（4問）
問4．未公表で「重要そうな」情報を知ったときの初動として、最も適切なものはどれか。
　□ Ａ．自分で「これは重要事実ではない」と判断し、予定どおり売買する
　□ Ｂ．念のため、家族の証券口座を使って売買する
　□ Ｃ．売買と情報共有を止め、知った日時等を記録し、社内の担当部門へ相談する
　□ Ｄ．SNSで会社名をぼかして、買うべきか意見を聞いてみる
問5．次のうち、説明として誤っているものはどれか。
　□ Ａ．決算情報や業績予想の修正は、重要事実になり得る
　□ Ｂ．M&AやTOBの情報は、重要事実や公開買付け等事実になり得る
　□ Ｃ．社内で公表予定のプレスリリースを見れば、その時点で「公表済み」として自由に売買してよい
　□ Ｄ．重要事実に当たるかどうかを現場で最終判断せず、担当部門へ相談する
問6．情報伝達・取引推奨について、正しい理解はどれか。
　□ Ａ．具体的に「買え」と言わなければ、何を言っても推奨にはならない
　□ Ｂ．「今は買わない方がよい」と売買を控えるよう勧めれば、情報伝達・取引推奨に必ず当たらず、何の問題もない
　□ Ｃ．未公表情報を前提に、家族や友人へ伝える・取引を勧める言動は、情報伝達・取引推奨・社内規程違反・調査対象化のおそれがあり避ける
　□ Ｄ．相手が実際に取引しなければ、何を伝えても必ず問題にならない
問7．自社株の売買を予定している役職員が、まず行うべきこととして最も適切なものはどれか。
　□ Ａ．持株会経由なら常に安全なので、何も確認せず買い増す
　□ Ｂ．社内の売買管理規程（事前届出・承認・ブラックアウト期間等）を確認する
　□ Ｃ．昔から売る計画だったので、要件を確認せず予定どおり売る
　□ Ｄ．株価が動く前に、急いで家族名義で売買する


第3部　ケース判断（5問）
各ケースで、最も適切な行動を1つ選び、理由を記入してください。
問8．経理のAさんは、未公表の決算（市場予想より悪い）を知り、発表前に自社株を売ろうとしている。最も適切な行動は？
　□ Ａ．値下がり前に、発表前に早く売る
　□ Ｂ．自分名義を避け、家族名義で売る
　□ Ｃ．売買を止め、ブラックアウト期間・売買管理規程を確認し、担当部門へ相談する
　□ Ｄ．同僚にも「早く売った方がいい」と教える
　そう考えた理由：________________________________________
問9．事業開発のBさんは、未公表のM&Aを知り、対象会社の株を配偶者名義で買おうとしている。最も適切な行動は？
　□ Ａ．自分名義でなければ問題ないので、配偶者名義で買う
　□ Ｂ．公表前なので対象会社株の売買・情報共有をせず、担当部門へ相談する
　□ Ｃ．対象会社株は自社株ではないので、自由に売買してよい
　□ Ｄ．確実だと思うので、友人にも対象会社を勧める
　そう考えた理由：________________________________________
問10．社員Cさんは、勤務先の不祥事を公表前に知り、株を買おうとしていた配偶者に、理由を言わず「今は買わない方がいい」と伝えた。この行動の評価として最も適切なものは？
　□ Ａ．理由を言っていないので、まったく問題ない
　□ Ｂ．未公表情報を前提とした助言は、情報伝達・取引推奨・社内規程違反・調査対象化のおそれがあるため避け、対応を社内へ相談・記録する
　□ Ｃ．家族へのアドバイスは自由なので、問題ない
　□ Ｄ．むしろ「絶対に買うな」とはっきり伝えるべきだった
　そう考えた理由：________________________________________
問11．M&A担当のDさんは、案件に関係しないメンバーも含むチャットグループに、対象会社名・買収価格・公表予定日を書き込んでしまった。最も適切な初動は？
　□ Ａ．こっそりメッセージを削除して、なかったことにする
　□ Ｂ．証拠を消さず、共有範囲・経緯を記録し、すぐ情報管理責任者・法務等へ報告する
　□ Ｃ．関係ないメンバーに「今の発言は忘れて」とだけ伝えて終わりにする
　□ Ｄ．自分だけで関係者全員に連絡し、収束させる
　そう考えた理由：________________________________________
問12．役員のEさんは「以前から売る計画があった」として、未公表の重要契約情報を知った後も予定どおり自社株を売れると考えている。計画の作成時期・内容・変更・社内承認は未確認。最も適切な行動は？
　□ Ａ．知る前計画があれば常に安全なので、そのまま売る
　□ Ｂ．役員なので、自分の判断で売ってよい
　□ Ｃ．知る前契約・計画の要件と社内手続を確認し、法務・証券管理担当に相談してから判断する
　□ Ｄ．家族名義に変えれば、確認は不要になる
　そう考えた理由：________________________________________

自由記述（任意）
研修を受けて、自分の業務で特に気をつけたい場面や、相談したい点があれば記入してください。
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